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【昨日の市況概要】 公示仲値 110.45

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 110.55 1.0847 119.88 0.9881 1.2513 0.7634
SYD-NY High 111.25 1.0906 120.32 0.9916 1.2615 0.7648
SYD-NY Low 110.11 1.0805 119.55 0.9814 1.2475 0.7609
NY 5:00 PM 110.67 1.0864 120.22 0.9853 1.2557 0.7619

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 9.615/9.99 Δ25RR 1.563 Yen Call Over
NY DOW 20,550.98 ▲ 45.74 債券市場 日本2年債 -0.2600 ▲0.1bp      
NASDAQ 5,840.37 11.64 日本10年債 0.0560 ▲0.9bp      

S&P 2,341.59 ▲ 2.39 米国2年債 1.2527 ▲0.4bp      
日経平均 18,985.59 ▲ 276.94 米国5年債 1.9183 ▲2.7bp      

TOPIX 1,524.39 ▲ 19.53 米国10年債 2.3782 ▲3.4bp      
ｼｶｺﾞ日経先物 19,055 ▲100.00 独10年債 0.4020 ▲0.1bp      

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,293.50 ▲43.32 英10年債 1.1670 ▲2.9bp      
DAX 11,996.07 ▲68.20 豪10年債 2.7080 ▲4.2bp      【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 24,193.70 ▲ 164.57 為替市況 USD/CNH 6.8554 ▲ 0.0175 　
上海総合 3,266.96 ▲ 2.49 ドルインデックス 99.17 ▲0.46

USDJPY 3M Vol 10.09 0.25% 商品市況 CRB指数 183.098 ▲0.37
USDJPY 6M Vol 9.96 0.20% NY金 1,258.80 7.10
EURJPY 3M Vol 11.91 ▲0.05% WTI 47.73 ▲0.24
EURJPY 6M Vol 11.24 ▲0.04% Dubai Spot 49.08 ▲0.13

110.50 

110.80 

111.10 

0 40%
‐0.30%
‐0.20%
‐0.10%
0.00%
0.10%
0.20%

GBP EUR CHF DKK NZD SEK NOK CAD USD AUD

【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

3月27日 08:50 日 日銀金融政策決定会合における主な意見 - - -

17:00 独 IFO景況感/期待/現況指数 3月 112.3/105.7/119.3 111.1/104.3/118.3

3月28日 02:15 米 エバンス・シカゴ連銀総裁講演 - - -

07:30 米 カプラン・ダラス連銀総裁講演 - - -

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

3月28日 21:30 米 卸売在庫(前月比)・速報値 2月 0.2% -0.2%

3月29日 01:45 米 ジョージ・カンザスシティ連銀総裁講演 - - -

01:50 米 イエレンFRB議長講演 - - -

02:00 米 カプラン・ダラス連銀総裁講演 - - -

05:30 米 パウエルFRB理事講演 - - -

p
*: 直近気配値（Not official close）

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

　
　

担当：福田・森谷

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されています
が、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断で
なさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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先週金曜日にｵﾊﾞﾏｹｱ代替法案が事実上廃案となったことを受けて､ﾄﾗﾝﾌﾟ政権の政策遂行能力やﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの欠如が露呈することとなり､
海外時間のﾄﾞﾙ円はｼﾄﾞﾆｰ時間のｵｰﾌﾟﾝﾚﾍﾞﾙ111.25を高値にﾘｽｸｵﾌﾑｰﾄﾞの高まりと共に一本調子で下落し､110.17ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は
下値を試す動きに一時110.11まで下落したが､110.00は節目の水準でもあることから､110.00-10付近では相応の買い意欲もある模様であり
反発｡その後は安値寄りした米株が徐々にﾏｲﾅｽ幅を縮小する動きや米金利も下げ渋ったこと等を背景にﾄﾞﾙ円は高値110.68まで値を戻し
た｡ｴﾊﾞﾝｽ･ｼｶｺﾞ連銀総裁(投票権あり)の講演の内容は､｢2017年は2,3回の利上げが適切､4回の利上げをするためには､ｲﾝﾌﾚ率が目標の
2%を大きく上回る必要がある｣など先週同様の発言に終始し､市場への影響は限定的｡その後は目新しい材料もなく､110.67ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞし
た｡一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙは堅調な推移となり1.0877ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡ｵｰﾌﾟﾝ直後は米金利低下を背景とするﾄﾞﾙ売りに､1.0906まで上昇したが､このﾚ
ﾍﾞﾙは昨年11月以来の水準ということもあり､その後はﾕｰﾛ売り優勢の展開となり1.0864ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡

東
京

先週金曜日にｵﾊﾞﾏｹｱ代替法案が撤回されたことを受けてﾘｽｸ回避的な動きが強まり､朝方のﾄﾞﾙ円は111円台前半から110円台半ばまで
値を下げた後､110.55ﾚﾍﾞﾙで東京時間ｵｰﾌﾟﾝ｡なお､3月日銀金融政策決定会合における主な意見が公表され｢物価2%目標になお距離があ
り､強力な金融緩和を推進していくことが適切｣等の意見が見られたが､市場の反応は限定的となった｡日経平均株価が前営業日比ﾏｲﾅｽ
で寄り付き一段と下落幅を拡大する展開となるとﾄﾞﾙ円は一時110.26まで下落｡その後は110円台前半での方向感に乏しい推移が続いた
が､引けにかけて再びﾘｽｸ回避的な円買いが強まり､110.16ﾚﾍﾞﾙで海外へ渡った｡(東京15:30)
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欧州時間中のﾄﾞﾙ円は目立ったﾆｭｰｽが見られない中で110円台前半で小動き｡朝方は110.16ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡一時110.12まで下げたものの､
新規取引材料がなく､心理的節目となる110.00の水準が意識される中､動意薄となり110.17ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは全般的なﾄﾞﾙ売り
の流れを受け上昇｡朝方は1.2542ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝした後､じりじりと上昇する展開となり1.2592ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡また､ｽﾞﾏ南ｱ大統領が海外
で投資家向けﾛｰﾄﾞｼｮｰ中のｺﾞｰﾄﾞﾝ財務相へ｢ただちに｣帰国するよう呼び戻したことが報道されると内閣改造の思惑が市場で広がり､ﾗﾝﾄﾞは
大きく売られる展開｡全般的なﾄﾞﾙ売りの流れにも関わらず､ﾄﾞﾙﾗﾝﾄﾞは12台前半から半ばまで急騰した｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 日比野00531 444
179)
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【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

3月28日 21:30 米 卸売在庫(前月比)・速報値 2月 0.2% -0.2%

3月29日 01:45 米 ジョージ・カンザスシティ連銀総裁講演 - - -

01:50 米 イエレンFRB議長講演 - - -

02:00 米 カプラン・ダラス連銀総裁講演 - - -
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昨日の海外市場のドル円相場は小幅上昇。東京時間はオバマケア撤廃を断念したトランプ政権に対する不安感
から、ドル円は111円台前半から110円11銭まで下落し、日経平均株価も1万9,000円を割れ大幅反落した。海外時
間に入ると、欧州株ならびに米株も下落して始まるなど、全般的にトランプ政権に対する懐疑的な見方がマーケッ
トに広がっていた。しかし、減税政策期待を支持するドル買いも観測され、今後の成長政策を見極めようとする向き
も見受けられており、下落して始まった米株も、その後は下げ幅を埋めるような展開。ドル円は昨日の安値110円
11銭から110円60銭付近まで小幅に上昇して戻ってきている。依然として、トランプ政権に対する市場参加者の見
方は分かれているようであるが、チャート的には上値の重さを示しており、ドル円の上昇幅も限定的であろう。
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